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1ま え が き
経済 の高 度成長(昭 和35年度11%)と 国民 の消費 水 準 の 向 上(昭 和35年度
6.3%)にともな って,耐 久消費 財,中 で も家庭用電気器具 の普及は上昇 の一路
をた ど り,た とえば最近の経済企画庁 の調査にかか る 「消費 と貯蓄 の動 向』(
消 費者動向予測調査)に よって も,テ レビの所有世帯 は 昭和35年2月 に 都 市
44・7%,農村11.4%であ った ものが,同36年2月 には都市62.5%,農村28.5%
と増 加 してい る。 またそれ を階層別にみ て も,同36年2月 現在,都 市世帯,年
収40万円以上の層において80%以上 の保有率 を示 し,ほ ぼ飽和状態 に達 してい
る。同様の ことは ラジオ,電 気 洗濯機,電 気掃 除機,電 気釜,電 気 アイ ロン,
電気冷蔵庫,照 明器 具一 な どについて もみ ることがで き,保 有率 に多 少の差
は あ って も,そ れ の上昇 してい ることには なん の相違 もない。 と ころで,こ の
よ うな家庭用電気器具 の普及が メーカーや販 売店 の強力 な販売方策に まつ とこ
ろの多 いのはい うまで もな く,た とえば メーカー側の市場 占有率 の増 大 をめざ
す多量生産 をは じめ製 品開発,販 売促進の強化,販 売組織 の系列化,販 売店援
助 な ど,ま た販売店側 の売上増進 のための需 要 の 調 査,月 賦 販売制 の採
用,外 売 の強化,店 舗 の改造,従 業 員の増加 な どがあずか って力あ る もの
といえ よ う。そ して,こ れ らが メーカー,販 売 店,消 費者 の間におけ る取 引の
形態 に従 来 と異 なる多 くの もの を生起 させ てい る。市場 占有率 の増大 をめざす
各 メーカーの多 量生産は,必 然,1都 市,1地 方に多量 の商 品を送 らしめ,結
果 は実際 の需要 をは るか に上 回 る手持 ち とな って販 売 店 の 安 売 競 争(過 当競
へ
争)を 惹起 させ,月 賦 販売 の強化,利 益 の減少,資 金繰 りの悪化 な ど,種 々の
異変 を生ぜ しめてい るのはそ の1例 といえ よ う。はた して この よ うな取引が今
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後 も長 く続 くか否かは容 易に予 断を許 さぬ ところであろ うが,そ の実情 を明 ら
か に してお くことは,こ れか らの販売経営 の合理化や近代化 の ため重要な こと
と思われ るo、
この小稿は,昭 和35年4且,某 社が札幌,小 樽両市 の家庭用電気器具 小売商
についてお こな った 「業態調査 」に もとつ くものであ る。或 る種 の 目的 を もっ
て調査がな され てい るため,「 業態調査 」 といって もそのすべて をつ くす もの
で ない し,ま た本稿 も調査 の結果 を全部記す ものでない。取 引 の実態の若干 を
伝 え るに とどめ るが,調 査当時 か ら1年 余 りをす ぎた今 日で も,関 係者には,
相当,参 考 にな るものがあ るよ うに思われ る。調査 の対象 とな った商 店は札幌
市199,小 樽市70,合計269であ った。調査方法は 「質問書式法」に よ り個 々
の商店 を訪問 して所定 の 『調査票』記載 の事項につ き,聞 き と り調査 をお こな
ったが,調 査員には小樽商 科大学 の学 生があたった。 ブイール ド ・ワークのた
めの事前 におけ る調査 員へ の指示な どは十 分にな された。 『調査票』を ここに
掲載す ることは省略す る。なお調 査にたいす る協力度は第1表 の とお りであ る
が,札 幌市 の商店 と小樽市の商 店 とを くらべ ると,後 者 の方(86.9%)がは る
か に良好 であ った。
第1表 調 査 に 対 す る 協 力 度
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ll店 舗 の構造 と能力 について
1店 舗 の 面 積
今 日の電気器具商は昔のいわゆ る 「ラジオ商」と異な り取扱品 目が非常に増
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加 し,し か もテ レビ,電 気冷蔵 庫,電 気洗濯機,ス テ レオ な どの よ うに大
型 の商 品が多 いため,店 舗 の面積 も次第に拡 大 してい く傾 向に あ る。 これは売
場 面積だけ でな く,物 置,倉 庫 な どにつ いて もいわれ ることであ るσ汽
第2表 店 舗 面 積
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この調査に よってみ るとき(第2表 参照),「3～4坪 」(20.9%)のもの と
「5～6坪」(19.0%)のもの とが 最 も多 く,次 いで 「～2坪」(16.6%)のも
の,「7～8坪 」(14.0%)のもの,「16坪 以上 」(13.6%)のもの の順 と
な?て い る。 「9～10坪」(7.7%)のものは少 々み られ るが,「11～12坪 」(
4.3%)のもの と 「13～15坪」(3.9%)のものは少 ない 。
なお,調 査店舗 の総面積 は札幌市1,426.5坪,小樽市647.6坪,1店 当 りの
平均面積 は札幌市7.3坪,小 樽市9.9坪 とな ってい る。
2從 業 員 数
往時,「 ラジオ商 」 といわれた頃は,ラ ジオ受信器,電 球,電 池な どの販売
とラジオ受信器 の修理 が主 な業務 であって,規 模 も小 さ く,ま た商品はほ とん
ど店売 りの ものであ ったため,従業 員の数は少なか った。 しか し,今日は上記 の
とお り取扱商 品の種類,数 量は きわめて多 く,旦,店 売 りよ りも外売 りに よる
売上増進 が業 績向上の主力 となってきたため,優 秀 な従業 員の相当数 を もつ こ
とが重要 とな り,事 実,そ れの増加す る傾向がみ られ る。
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こ の調査に よってみ るとき(第3表 参 照),「3～4人 」(30.5%)のものが
最 も多 く,少 し下 って 「1～2人」(21.0%)のもの と 「5～6人」(18.0%)の
もの とがあ る。 「15人以上」(11.0%)のもの と 「7～8人」(9.8%)のもの も
か な りみ られ る。 「9～10人」(5.2%)の もの,「11～12人」(3.5%)のも
の,「13～14人」(0.7%)のもの はいた って少 ない。
なお,調 査店舗 の1店 当 り平均従業 員数は札幌 市7・7人,小 樽市4・5人 とな
ってい る。
3立 地 條 件
一般 に商店 は販売上 の機能 を十 分に発揮す るため ,顧 客 との地理的関係 を適
切 にす ることを要 し,講 買力の多寡 な ど,い わ ゆ る立地 条件 の好 悪はそ の存続
発展 を左右す る ことの大 きな もの とされ る。家庭用電気器具 は主 に買回品に属
す るため,そ の店舗 は商店街 または これに準ず る人通 りの多 い ところに設け ら
れ るを通常 と し,立 地 条件 としては周辺地域 の文 化程度が割 合に高 く,旦,豊
富 な購 買力が存 し,同 業者は少な く,交 通の便利 な場所 であ ることを要 し,商
店 街に存す る場合 はそれ の将来性のあ る ことが求め られ る。
この調 査に よってみ るとき(第4表 参 照),「 商 店街表通 」(48.3%)にあ
る ものが最 も多 く,小 樽市では過半(51.4%)を占めてい る。次いで 「住宅地
表 通」(21.9%)が多 くみ られ る。 「工場事務所 街表通」(6.7%)に立地す る
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第4表 立 地 条 件
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ものは少な く,同様に 「ビル官庁街」や 「港街」な どに も店舗はいたって少
ない。
4機 動 カ
ー般に商店は注文があればただちに商品を配達 し,また故障修理の求めに容
易に応じ得るなど,商 機にのぞんで適切に対処す る能力をそなえることを要す
るが,従 業員の 「速い足」の代役をつ とめる自転車や電気器具の運搬 に便利な
・小型車などは,そ れの増進をはか る大きな要素 となっている。
第5表 機 動 力(1)?
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機 動 力(2)
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この調査に よってみ るとき(第5表,第6表 参 照),「 自転車」(441台)の・
保有 が最 も多 く,次 いで 「単車」(382台),「四輪車 」(162台)とな り,三 輪
車(45台)の 保有 は少 ない。 これ らの 内訳 を示す と下の とお りであ る。
(1)自 転 車
「1台 」(43.8%)のものが多 いが,「3台 以上」(32.2%)のもの もか な
りみ られ,「2台 」(24.0%)のもの も少な くない。札幌,小 樽両市の保有台
数 は全部 で441台(171店)をかぞ え,内 訳は札幌市328台(124店),小樽市113v
台(47店)と な ってい る。
② 単 車
「1台」(54.1%)の ものが過半 を占め,か な り下 って 「2台」(26.6%)
の もの,「3台 以上 」(19.3%)のもの とな ってい る。ただ し,「3台 以上」
の ものにつ き,札 幌市 で23.2%(34店)であ るのにたい し,小 樽 市では8.8%
(5店)で それが少ない。札幌,小 樽 両 市の保有台数は全部で382台(203店)
をかぞえ,内 訳は札幌市297台(146店),小樽市85台(57店)一 とな ってい・
る。
(3)三 輪 車
「1台」(92.6%)のものが大多数 を占め,「2台 」(4.9%)の もの と 「3・
台 以上」(2.5%)のものは少 ない。札幌,小 樽両市 の保有台数は全部で45台(.
19店)にす ぎず,内 訳は札幌市37台(12店),小 樽市8台(7店)と な っ
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(4)四 輪 車
「1台」(68.2%)のものが最 も多 く,下 って 「2台」(23.1%)のものが・
か な りみ られ,「3台 以上 」(8.7%)の ものは少ない。札幌,小 樽両市 の保有
台 数は全部で162台(104店)で,内訳は札幌市137台(85店),小樽市25台(19`
店)一 とな ってい る。
なお,以 上各車 の保有店1店 当 り台数 をみ ると,札 幌,小 樽両市 を平均 して
自転車2.5台,単 車1.8台,三 輪車2.3台,四 輪車1.5台 となってい る。
5看 板 掲 載 率
一般に最近の看板は広告 ,宣 伝 の時代 に当面 して単 な る表 札 的 な もの で な
く,店 頭装飾の主要 な1部 として,店 舗全体 の美観 をつ くる うえに大 きな役割
をはた している。 したが って電 気器具 の ようなきわ めて文 化的に して,旦,高
価 な もの を取扱 う商店 にあっては,看 板1つ に して もそれ にふ さわ しい もので
なけれ ぽな らない。近時,店 舗 の改造 をお こな うに あた り,新 らし く看 板 をと
りつけ るもの増加 し,中 には メーカーの援 助に よる もの もあって,新 様式 の も.
のが多 くみ られ る。
第7表 看 板 掲 載 率(1)
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看 板 掲 載 率(2)
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こ の 調 査 に よ っ て み る と き(第7表,第8表 参 照),掲 載 数 は メ ー カ ー 別 に
よ り,ま た 看 板 の 種 類 に よ り,か な りの 相 違 の あ る の が 知 られ る 。
(1)メ ー カ ー 別
主 な メ ー カ ー8社 をA,B,C,D,E,F,G,Hで 示 し て み る と,A社 の
看 板 は107店(39.7%)に 掲 載 され て い て 最 も多 い 。 次 い でB社86店(31.8%
).,C社74店(27・4%),E社41店(15・1%),D社25店(9・2%),H社23店
《8.4%),F社21店(7.7%),G社12店(4.4%)の 順 と な っ て い る。A社,
家庭用電気器具取引の実態(岡 本)一 一131-
B社 の よ うな大 メーカ ーの看板掲 載率が30%か ら40%位で あ るとい うことは,
それぞれ の販売店援助 の度合や取引系統の状 況を知 る うえに参考 とな るで あろ
う。
なお,札 幌市 と小樽市 とを くらべ てみ ると,各 社 とも,概 して前 者に おけ る
掲 載率 の方が高 いが,た だG社 のみは小樽 の方が多 くなってい る。
(2)看 板 別
看 板 を平面看 板,突 出看 板,平 面突 出双方の3種 にわけ てみ ると,「 突 出看
板」 を掲げ る もの(188店)が 最 も多 く,次 い で 「平 面 看 板 」 を掲 げ るもの
く150店),「平面突出双方」 を掲 げ るもの(101店)一 の順 となってい る。
ただ しメーカ ー別 にみ ると必 らず しもこの順序に なって い る と は か ぎ らな
い。A社 では 「平面突 出双方」(46店)が,B社 では 「平面看板」(40店)が,
C社では 「突 出看板」(35店)が,そ れぞれ最 も多い とい うよ うに,決 して一
様 でないのがみ られ る。
e6テ レビのサ ー ビス能 力
最近の電 気器具 は構造 の複雑 な ものが多 く,そ の取付け,使 用,修 理な どに
専 門的知識や技能 を要す るた め,販 売 とい って も単に商 品 を引渡す だけ では十
分 でな く,そ の後 のサ ー ビス をお こな うことが通例 とな ってい る。 と くに ラ レ
ビにおいて この ことが強 くのぞ まれ,映 像,音 声 の調節や修理な どは,い わゆ
る 「1力年保証」 の契約 もあ って,商 店 側の当然 のサ ー ビス とされ てい る。
第9表 テ レ ビ の サ ー ビ ス 能 力
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この調査に よつてみ るとき(第9表 参照),「 修理」 を 「自店」(62.4%)
で お こなってい る ものは,当 然の ことなが ら,相 当に多 いが,ま た 「メーカー
依頼」(13.0%),「 問屋依頼 」(11.1),「自店 メーカ ー」(7.7%)のもの
もか な りみ られ る。 「自店問屋」(2.3%)と 「同業者依頼」(O.8%)の もの
はいたって少 ない。
なお,・札幌,小 樽 両市の商 店を くらべてみ ると,あ ま り大 きな差異 はな く,
小樽市 の商店 の方がやや 「自店」の能力の点 で 低 く,た め に 「問屋 依頼」(
13.0%)と「自店問屋」(5.8%)において少 し多 くなってい る。
皿 販売形態について
1現 金 販 費
一般に家庭用電気器具はテ レビ,電気冷蔵庫のように5～6万 円をこえるも
のはもとよ り,電気洗濯機,電 気掃除機のような1～2万 円台のものにあって
も,通 常の家庭では代価の全部 を一時に現金で支払 うことは困難なため,代 金
を分割 して支払 う 「割賦販売」が増加する反面,現 金販売は減少 している。
第10表 現 金 販 売
＼
比率別
市別
?
?
?
?
店
数
2市 計
札 幌 市
小 樽 市
2市 計
札 幌 市
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19.7
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?
??
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この調査 に よってみ る とき(第10表 参照),現 金販売の割 合が 「90%以上」1
(23.3%)のものは全体 のκにお よぼない。そ して,「70～89%」(14.6%)
の もの と 「50～69%」(21・0%)のものを加 えて も・現金販売比率50%以一iiと
い う商店は全体の58.9%であ って,反 面,そ れの50%未満の商 店が全体 の41.L
%に のぼ ってい る。
家庭用電気器具取引の実態(岡 本)一 一一133一
なお,こ れ を札幌,小 樽両市 の商店 についてみ る と,前 者 の方 が現金販売比
率 が高 く(90%以上の もの,札 幌市28.0%,小樽市10.0%),後者 ではそれが
低 いが,概 して 「30～49%」(31.5%),「50～69%」(32.8%)のものの多
い のがみ られ る。
r2月 賦 販 寅
上述 の とお り,電気器具の現金販売 は減少 してい る反面,割賦販 売はいち じる
しく増加 し,商 店に と り"月 賦時代"と いわれ るほ ど,他 の呉 服 反 物 類,洋
1服,時計,家 具,住 宅用品な どと同様,売 上増進 のため,こ れ の相当程度 の実
施 は避 けがたい こととなってい る。
この調査 に よってみ るとき(第11表 参照)・ 月賦 販売の割 合が 「90%場上 」
第11表 月 賦 販 売
＼ 比率別
＼市別
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30～49 50～69 70～89go%以上 計 不 明
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札 幌 市37.Q12.222.8
小 樽 市 ・4.2・2.gl37.・
2市 計 店8333
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26
19.88.2=LOO←O
28.67.2100←O
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39 16197
20 5 70
2
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く7.9%)のものはあ ま り多 くないが,し か し,「70～89%」(22.1%)のもの
や 「50～69%」(26.6%)のものにな るとか な り増加 し,以 上3者 をあわせ て
月賦 販売比率 の50%をこえ る商店は全体 の56.6%とな ってい る。すなわち全商
店 の半分 を こえ る ものが販 売高 の半分 以上 を月賦 販売に よってい るとい うこと
'にな る
。 また月賦販売比率 の 「30～49%」(12.4%)のものは あま り多 くない
が,「 ～29%」(31.0%)のものはか な りみ られ る。ただ しこれは札幌市 に多
くて(37.0%),小樽 市に少 な く(14.2%),換言すれ ば前者 の方が現金販売
の 多い ことを示 してい る。
次 に,月 賦 販売 には 自己資金に よる もの(自 己 月賦)と,メ ーカ ーの代行 を
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なす もの(メ ーカー月賦)の 両者が あ る。 この調査 に よってみ るとき(第12表,
第13表参照),前 者 の方が後者 よ りもは るかに多 い。す なわ ち,自 己 月賦 の割
合70%を こえ る商店(53.2%)は全 体の過 半 を占めてい るのにたい し,メ ーカ
ー月賦 の割 合70%を こえ る商 店(28.2%)はそれ よ りもは るか に少 な く,そ し
て 「～29%」(50.4%)の商店が過半 を占め てい るので あ る。なお,こ れ らの・
比率 は札幌,小 樽両市の商 店についてみて,あ ま り大 きな差 異はない。
第12表 自 己 月 賦
比率別
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第13表 メ ー カ ー 月 賦
網
?
?
?
2市 計
札 幌 市
率1小 樽 市
店
数
2市 計
札 幌 市
小 樽 市
～29% 30～49
%・
50.46.4
50.3
50.7
6.5
6.0
店
111
77
34
14
10.
4
50～69
15.0
12.4
20.9
33
19
14
70～8990%以 上
9.1
9.8
7.4
19.1
21.O
15.O
?
? 不 明
20
15
5
・・。.・1
100.0
100.0
42122・
32
10
153
67
6
3
3
3販 費 場 所
往時,家 庭用電気器具は顧客の注文 を聞いて販売す る 「店頭販売」によるこ.
とが多かったが,近 時,高 価格品の続出,販 売競争の激化に ともない,顧 客の
住宅 を訪問 して注文を聞き販売す る 「外交販売」や官公庁,大 会社な どへ出張
家庭用電気器具取引の実態(岡 本)一 一135一
して多数の従業員を対象に販売する 「職域販売」を要す るものが多 くな り,商
店の中にはこの方面への販路拡張につ とめているものがかな り多い。
(1)店 頭 販 売
第14表 店 頭 販 売
國
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この調査 に よってみ るとき(第14表 参照),店 頭販売が 「90%以上 」(25.5
%)と い うものは全 体のY4程度で多 くない。反 対に 「～29%」(43.4%)のも
のはか な り多 く,こ れ に 「30～49%」(16.1%)のもの をあわせ ると,そ れの・
50%未満に とどまるとい う商店 が全 体の過半(59.5%)であ ることが知 られ,.
同時に他 の外交販 売な どに よる ものの多 い ことが示 され てい る。
(2)外 交 販 売
第15表 外 交 販 売
占
1
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この調査に よってみ るとき(第15表 参照),外 交 販 売 の割 合 が 「～29%」1
一136-一 商 学 討 究 第12巻 第3号
(44.5%)とい うもの と 「30～49%」(6.8%)のもの とをあわせ る と,そ れ の
50%未満 の商店が過半(51.3%)を占めてい ることにな るが,同 時にそれ の割
合が 「90%以上」(18.O%o)とい うもの もかな りみ られ,こ れ に 「70～89%」
(18.0%)のもの を加え るとか な りの高率 とな る。換言すれば,全 商店 の約半
数(48.7%)の ものは外交販売 の割 合が50%以上 となってい るのであ る。
(3)職 域 販 売
第16表 職 域 販 売
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この調 査に よってみ るとき(第16表 参照),一 般的にはあ ま り多 くない こと
が 察知 され る。それ は 「～29%」(80.5%)のものの非常に多 い ことと,反 面,
「90%以上」(6.8%)のものの少 ない ことで よ くわか る。ただ職域販売 の割 合
70%以上 の商 店(10.2%)が少なか らず存在す ることは,こ れが購1入者 を よ く
信用 して長期の月賦 販売 をお こない,ま たか な り高額 の割 引をな し,職 域の購
買 会な どと直結 して種 々の便益 をあたえてい ることにか んがみ,留 意 を要す る
もの とい え よ う。
4販 費 先
家庭用電気器具 の販売先 は きわ めて多 いが,要 約 して(1)家庭 向,(2)業務 向
の2者 が主 なもの としてあげ られ,他 に少ないなが ら(3)同業者 向が あ る。
業 務 向は会社,商 店な どのいわゆ る商売用に売 られ るもので,ま た 同業者向は
いわゆ る仲間取 引 と して他 の同業者に売 られ るものであ る。
この調査 に よってみ るとき,当 然 の ことなが ら家庭向が最 も多 く,下 って業
務 向が次 ぎ,同 業者 向(仲 間取 引)は きわめ て少ない。
家庭用電気器具取引の実態(岡 本)-137-
《1)家庭 向(第17表 参照)
.これ の 「90%以上 」(55.7%)とい うものが過 半 を占め,ま た 「70～89%」
第17表 家 庭 向
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構
成
比
率
2市 計
%
7.8 6.1 12.7 17.7 55.7 100.O/
札 幌 市 9.1 5.1 1L3 15.3 59.0 100.O /
小 樽 市 4,218.617 2 24.2 45.8 1QO.0
.
/
店12市 計
1
2'116 34
一
47 148 266 下
阪 幌 市
1
18 10 22 30 116 196 3
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・の もの もかな りみ られ ,両 者 をあわせ て全商 店の相当数(73.4%)のものは家
庭 向の割 合70%以上 となってい る。反対 に家庭 向率 「～29%」(7.8%)のもの
は少 な く,「30～49%」(6.1%)のものを加 えて も家庭 向率50%未満 とい う商
店は全体 の13.9%(37店)にす ぎない ことが知 られ る。 またそれ の「50～69%」
<12・7%)とい う商店 は少 なか らず存在す る。
② 業務 向(第18表 参照)
第18表 業 務 向
比率別
市 別
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構
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Yこれ の 「90%以上」(4.6%)とい うもの は い た っ て 少 な く,「70～89%」
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(6.0%)のもの を加えて も多 い もので ない。すなわ ち業務 向率70%以上の商 店1
は全体の10・6%(28店)とい うことに な る。反 対に これ の 「～29%」(68.0%〉
とい うものは多 く,「30～49%」(10.1%)のものを加 え ると,業 務 向率50%a;
未満 の商店 は相当数(78.1%)にのぼ る。 またそれの 「50～69%」(11.3%〉
の もの も少 々存在 す る。
(3)同業者 向(第19表 参 照)
第19表 同 業 者 向
比率別
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これ の 「～29%」(99.2%)のものが ほ とん ど全 部 を 占 め,「30～49%」
(0.8%,2店)の もの も僅少 で,い わゆ る 「仲間取引」はいた って少 ない こと
を示 してい る。
5販 資 促 進 方 策
一般 に メーカ ーのお こな う販売 促進方策は商店 の売上高 を伸ばすた めに と ら・
れ るものであ るが,対 象に よって 「販売 店向」の もの と 「消費者 向」の もの と
に大別 され,さ らにそれ ぞれ の実情に適応す るため,種 々 の対 策 が た て られ
るoこ の調査では,メ ーカーにたい し 「もっと力 をいれ てや って欲 しい」 もの
と 「店 の商売 を伸ぽ してい くのにぜ ひ必要だ と思われ る」 もの を,「 販 売 底
向」(17項 目)と 「消費者 向」(12項 目)に 分け.)それぞれ3項 目つつの記 入.
を求めたが,結 果 は下 の とお りである。
(1)販売店 向(第ZO表 参照)
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最 も多 いのは 「講 習会招 待」(45.7%),「展 示会招 待」(41・5%),「サ ー
ビスの巡 回」(38.6%)の3者 であ って,少 し下 って 「メーカ ー機関紙送
付」(27.3%),「新聞の折込広告」(21.8%),「ダイ レク ト・メール」(19.3
%),「 景品付売出 し」(15.5%),「 宣伝 カーの巡 回」(14.7%)な ど
が あげ られ てい る。 「デ ィス プ レ ー の 配 布」(10.0%),「 プ ロ野球招待」
(6.7%)「マージ ンを多 くす る」(2.9%)など も少 々み られ る。一般 に慰
安娯楽のゆえに歓迎 され そ うに思わ れ る 「歌謡 曲大会 」(3.7%),「音楽会招
待」(2.1%),「温泉招待」(1.6%)一 な どは案外に要望 が少 な く,ま た 「
工場見学 」(0.8%),「行 楽地招 待」(0.8%),「ア フターサ ービス」(0.8%)
一 な どもいた って少 な い。
(2)消費者 向(第21表 参照)
第21表 消 費 者 向
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最 も多 いのは 「ザー ビスの巡 回」(48.9%),「 展示会催 物 等 へ の 招 待 」
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(44・2%),「店 名入 りチ ラシの配布 」(42.9%)で あ って,ま た 「ダイ レク
ト・メール」(35・7%),「抽籔券付売出 し」(34.8%)などへ の希望 もか な り
み られ る。 さ らに 「宣伝 カーの巡 回」(20.8%),「消費者講習会」(14.4%)
を望む もの も少 な くない。 「ラジオ,テ レビ広告」(2.9%),「景 品付売 出 し」
(1・7%),「ア フタ ・ーサ ー ビス 」(1.2%),「新 聞の折込広告」(1.2%),「値 引
き」(0.8%)・ な どはきわ めて少ない。
6特 定のメーカー品 を主 に取扱 う理 由
一般 に商店が特定 メーカーの製 品 を主 に取扱 うについては ,そ こに相 当の理
由のあ ることはい うまで もな く,し か もそれ は決 して単 純な ものでない。
第22表 特定 メーカー品取扱理 由(1)
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こ の 調 査 に よ っ て み る と き(第22表,第23表 参 照),ま ず 全 メ ・一カ ー を 通 じ
て 「性 能 が よ い 」(68),「前 か らそ の 〆・一カ ー 」(55),「 客 の 指 名 が 多 い 」
(51),「メ ー カ ー の 名 が 売 れ て い る 」(50),'「そ の メ ー カ ー の 系 列 店 」(42)
・が 多 くあ げ られ ,少 し下 っ て 「ア フ タ 一ーサ ー ビ ス が よい 」(29),「デ ザ イ
'
'
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ソが よい」(24),「製 品が揃 ってい る」(23)な どもみ られ るが,
ソが よい」,「 代理 店が よい」(17),「広告 をよ くしてい る」(14),
安い」(13)一一な どは多 くない。
一一一141一
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次 に 取 扱 理 由 を メ ー カ ー 別 に み る と,か な り事 情 は 異 る 。 この 調 査 で は メ ー
カ ー を11社 と っ て い る が,そ れ を 仮 りにA,B,C,D,E,F,G,H,1,∫,
Kと して,こ れ ら メ ー カ ー の 製 品 を主 に 取 扱 う理 由 を み る と下 の と お りで
あ る 。 た だ,A社(142),B社(88),C社(93)の 製 品 を 取 扱 う業 者 が 多 い た
め,そ の 記 入 も多 くみ られ る が,.D社(20),E社(32),F社(16),G社(14),
H社(15)で は そ れ が か な り減 り,ま た1社(4),J社(4),K社(8)で は 一 層
少ないので,比 率だけで正当な判断をすることは困難 といおねばな らない。
～(
1)A社 の 製 品(記 入 数142)・
・≦
、
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「客 の 指 名 が 多 い 」(21,14.7%),「メ ー カ ー の 名 が 売 れ て い る 」(18,12.7
%),「 ア フ タ ー サ ー ビ ス が よ い 」(16,11.3%),「製 品 が 揃 っ て い る 」(16,
11・3%),「性 能 が よい 」(13,9.1%),「そ の メ ー カ ー の 系 列 店 」(12,8.5%)
な どが 主 に 取 扱 う理 由 と し て 多 くあ げ られ て い る。 また 「広 告 を よ く し て
い る 」(9,6.3%),「デ ザ イ ソ が よ い 」(8,5.6%e)などが 少 々 み られ る。
(2)B社の 製 品(記 入 数88)
「性 能 が よ い 」(19,21.6%),「客 の 指 名 が 多 い 」(16,18.1%)の両 者 が 最
も多 く,下 っ て 「前 か らそ の メ ー カ ー 」(12,13.6%),「そ の メ ー カ ー の 系 列
店 」(9,10.3%),「メ ー カ ーの 名 が 売 れ て い る 」(8,9.1%)な ど が み られ
る 。
(3)C社 の 製 品(記 入 数93)
「性 能 が よ い 」(24,25.8%)と い うの が 最 も多 く,次 い で 「メ 一ー・・カ ー の 名
が 売 れ て い る」(16,17.2%),「そ の メ ー カ ・ー一・の 系 列 店 」(16,17.2%)の 両
者 が 多 い 。 下 っ て 「前 か らそ の メ ー カ ー 」(9,9.7%),「 客 の 指 名 が 多 い 」
(8,8.6%)な ど が 少 々 み られ る 。
(4)D社 の製 品(記 入 数20)
「デ ザ イ ソが よ い 」(4,20%)と い う もの が 最 も多 く,次 い で 「客 の 指 名 が
多 い 」(2,10%),「価 格 が 安 い 」(2,10%),「代 理 店 が よ い 」(2,10%),「前
か らそ の メ ー カ ー 」(2,10%),「 そ の メ ー カ ー の 系 列 店 」(2,10%)一 な ど
が あ げ られ る。
(5)E社 の製 品(記 入 数32)
「前 か らそ の メ ー カ ー 」(7,21.8%)と い う もの が 最 も多 く,次 い で 「性 能
が よい 」(5,15.6%),「 メ ー カ ー の 名 が 売 れ て い る 」(3,9.4%),「 そ の メ
ー カ ー の 系 列 店 」(3,9.4%)一 の 順 と な6て い る 。
(6)F社 の製 品(記 入 数16)
「前 か らそ の メ ー カ ー 」(3),「 性 能 が よい 」(3)の ほ か,「 価 格 が 安 い 」
(2)が あ げ られ る 。
(7)G社 の 製 品(記 入 数14)
「客 の 指 名 が 多 い 」(3)の ほ か,「 マ ー ジ ソが よ い 」(・2),「 デ ザ イ ンが よ
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tい」(2),「ア フタt・一サ ー ビスが よい」(2)な どがあげ られ る。
(8)H社の製 品(記 入数15)'
「アフターサ ー ビスが よい」(3),「前 か らそ の メーカ ー」(3)のほか,「マ
ージ ソが よい」(2),「価格 が安 い」(2)などがあげ られ る。
(9)1社の製 品(記 入数4)
「前 か らそ の メーカー」(2),「マージ ンが よい」(1),「メーカ ーの名が売
れ てい る」(1)と な ってい る。
⑩J社 の製 品(記 入数4)
「デザイ ソが よい」(2),「性能 が よい」(1),「メーカーの名が売れ てい る」
く1)と な ってい る。
⑪K社 の製品(記 入数8)
「マージ ンが よい」(2),「前か らそ の メーカー」(2)の ほか,「 価格が安
一L・」(1),「デザイ ソが よい」(1),「性能 が よい」(1),「 ア フターサ ーピス
が よい」(1)な どがみ られ る。
マ 費 行 き の 状 況
最後に,以 上 の よ うな販売形態 の もとにおい て,家 庭用電気器具の売行 きは
ど うであ ろ うか。いわゆ る"電 化 ブーム"と い う言葉 で も知 られ る とお り,そ
れ の需要が大 ぎいため,売 行 きの良好 であ ることは容易に察知 され るが,し か
しそ の伸び方は地域に よ り,ま た商店 に よ り異 るもののあ るのはい うまで もな
'いであ ろ う
。 この調査では,昭 和35年4月 現在 におい て,前 年 の 同 期 に く ら
べ,「 非常に伸びた」(+30%以 上),「 やや 伸びた」(+10%～+30%),「余
り変 らない」(+10%～-10%),「やや落ちた」(-10%～-30%),「非常 に
落 ちた」(-30%以上)一一一の5項 目の うち,ど れに該 当す るか を聞き,そ れ を
幽記 入 した ものであ る
。
これ に よってみ ると(第24表参照),「 やや 伸びた」(35.9%)とい うものが
最 も多 く,ま た 「非常に伸びた」(13.3%)もの もかな りみ られ,両 者 あわせ
て全商店 の約半数(49.2%)のものは きわ めて好況裡に あ る ことが知 られ る。
そ して,都 市別 にみ て,小 樽 市では 「非常 に伸びた」(21.7%)もの と 「やや
イ申びた」(49.4%)ものが札幌市 よ りもは るかに多 く,売 行 きの非常に良好 で
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あ った ことを示 してい る。次に 「余 り変 らない」(28.2%)とい うものがか な り
み られ るが,札 幌市(32.7%)に多 く,小 樽市(15.9%)に少 ない。 さ らに 「や
第24表 売 行 き の 状 況
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13.3 35.9 28.2 15.3 2.7 4.6 100.O
札 幌 市 10.3 32.1 32.7 17.1 2.1 5.7 100.0
小 樽 市 21.7 46.4 15.9 ユ0.2 4.3 L5 100.0
店
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Ψ
2市 計 35店 94 74 40 7 12 262
札 幌 市 20 62 63 33 4 11 193
小 樽 市 15 32 11 7 3 ユ 69
や落ちた」(15.3%)とい うものが少 々み られ,「 非常に落 ちた」(2.7%)とい
うものが札幌市 に4店(2.1%),小樽 市 に3店(4.3%)出 てい るが,と もに理
由は明 らかでない。
(昭和36年8月末日稿)
り
